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市政日誌

８月
平成

３年

1991

横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会

１
-
二
菱
重
工
業
、
M
M
2
1
地
区
に
本
社
機
能

の
一
部
を
移
転
す
る
と
発
表
。
▽
産
業
貿
易
セ

ン
タ
ー
内
の
「
横
浜
国
際
会
議
場
」
、
名
称
を

「
横
浜
シ
ン
ポ
ジ
ア
」
に
変
更
。
▽
市
立
大
学

医
学
部
付
属
病
院
（
金
沢
区
福
浦
町
）
開
院
。

▽
市
立
大
学
の
初
代
学
生
部
長
に
商
学
部
の
佐

藤
宗
弥
教
授
が
就
任
。

３
－
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ー

風
の
祭
」
、
臨
港
パ
ー
ク
で
開
催
（
～
３
日
）

４
１
「
霧
が
丘
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
」
完
成
、

オ
ー
プ
ン
式
典
開
催
。
五
日
か
ら
一
般
公
開
。

市
内
五
館
目
。
▽
中
華
街
で
「
関
帝
誕
祭
」
、

三
十
八
年
ぶ
り
に
復
活
。
▽
「
地
域
特
別
賃
貸

住
宅
」
の
愛
称
「
ヨ
コ
ハ
マ
・
り
ぶ
い
ん
」
に

決
ま
る

６
－
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
（
市
民
活
動
保

険
）
ス
タ
ー
ト

７
－
金
沢
区
の
人
口
、
二
十
万
人
を
突
破

1
0
－
神
奈
川
総
合
庁
舎
の
増
築
・
改
修
工
事
が

完
了
し
、
完
工
式
開
催

1
8
－
「
鶴
見
川
い
か
だ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開

催
。
二
万
人
が
参
加
。
四
年
目
。

2
0
1
横
浜
、
逗
子
、
金
港
の
三
信
用
金
庫
が
九

二
年
四
月
に
対
等
合
併
す
る
と
発
表

2
3
－
「
第
四
回
国
連
ヒ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

都
市
会
議
」
、
横
浜
国
際
平
和
会
議
場
で
開
催

（
～
2
5
日
）
。
▽
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催

さ
れ
て
い
る
第
二
十
四
回
世
界
獣
医
学
大
会
で
、

第
二
十
五
回
世
界
獣
医
学
大
会
の
横
浜
開
催
が

決
定

２
‐
川
崎
市
、
市
内
の
各
区
役
所
で

市
民
の
苦
情
を
直
接
受
け
付
け
る

「
巡
回
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
を
ス
タ
ー

ト
。
５
－
米
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
艦

載
機
に
よ
る
Ｎ
Ｌ
Ｐ
が
初
め
て
硫
黄

島
施
設
で
実
施
。
７
－
人
事
院
、
国

家
公
務
員
の
完
全
週
休
二
日
制
を
九

二
年
度
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

実
施
す
る
よ
う
勧
告
。
８
１
国
連
安

全
保
障
理
事
会
、
南
北
朝
鮮
の
国
連

加
盟
を
総
会
に
勧
告
す
る
決
議
を
採

択
。
1
3
‐
神
奈
川
フ
ィ
ル
の
音
楽
監

督
山
田
一
雄
氏
（
7
8
歳
）
死
去
。
1
4
－

自
治
省
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く

三
月
三
十
一
日
現
在
の
総
人
口
を
一

億
二
千
三
百
十
五
万
六
千
六
百
七
十

八
人
と
発
表
。
一
票
の
格
差
は
、
衆

院
で
三
・
三
四
倍
。
1
5
l
国
連
安
全

保
障
理
事
会
、
イ
ラ
ク
の
石
油
禁
輸

措
置
を
限
定
解
除
。
1
8
－
厚
生
省
、

「
平
成
二
年
簡
易
生
命
表
」
を
発
表
。

女
性
八
一
・
八
一
歳
、
男
性
七
五
・

八
六
歳
。
▽
海
老
名
市
長
選
告
示
。

佐
藤
究
氏
の
無
投
票
五
選
。
1
9
l
ソ

連
保
守
派
の
ク
ー
デ
タ
ー
起
き
る
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
、
ク
リ
ミ
ア

で
軟
禁
。
2
2
－
軟
禁
さ
れ
て
い
た
ソ

連
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
、
モ
ス
ク

ワ
に
戻
り
完
全
復
権
。
2
6
－
川
崎
市
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
た
め
の

福
祉
住
宅
「
千
年
コ
ー
ポ
和
楽
」
が

完
成
、
開
所
式
開
催
。
市
内
で
二
番

目
。
2
7
－
寒
川
町
長
選
告
示
。
藤
沢

賢
一
氏
が
無
投
票
三
選
。
2
8
－
都
の

９月
平成
３年
1991

横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会

2
5
－
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
本
牧
ジ
ャ
ズ
祭
」
、

本
牧
市
民
公
園
で
開
催
。
第
十
一
回
目

2
6
－
「
金
沢
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
」
着
工
。

2
9
－
「
瀬
谷
駅
南
口
街
づ
く
り
協
議
会
」
発
足

3
0
－
世
界
五
大
陸
十
五
力
国
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
二
百
人
が
一
堂
に
集
い
「
ウ
ォ
ー
マ
ッ
ド
9
1

横
浜
」
開
催
（
～
９
／
１
）

１
｜
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
「
第
二
十
回
世
界
大
会
」
、
横
浜
国
際
平
和

会
議
場
で
開
催
（
～
７
日
）

３
－
「
沿
岸
域
に
お
け
る
地
盤
工
学
的
諸
問
題

に
関
す
る
国
際
会
議
」
、
横
浜
シ
ン
ポ
ジ
ア
で

開
催
（
～
６
日
）

６
－
栄
区
の
花
、
菊
に
決
ま
る

７
－
市
南
部
斎
場
の
完
工
式
開
催

1
0
－
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
超
高
齢
化
社
会
を
考
え

る
」
、
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

▽
「
子
ど
も
平
和
会
議
」
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

で
開
催
。
六
回
目
。
▽
山
手
地
区
の
「
イ
タ
リ

ア
山
庭
園
」
、
開
園

1
3
－
市
、
集
団
コ
レ
ラ
感
染
に
よ
る
ア
オ
ヤ
ギ

の
販
売
自
粛
を
解
除
。
▽
横
浜
簡
易
裁
判
所
、

掃
部
山
公
園
の
能
楽
堂
建
設
に
反
対
す
る
住
民

ら
に
百
八
万
円
の
訴
訟
手
数
料
の
追
加
支
払
を

命
令

1
5
|
「
横
浜
市
民
の
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
横

浜
文
化
体
育
館
で
開
催
。
千
人
の
。
市
民
大
合

唱
団
″

　
「
臨
海
副
都
心
開
発
等
再
検
討
委
員

　
会
」
、
計
画
見
直
し
の
基
本
的
な
枠

　
組
み
を
「
第
一
次
報
告
」
と
し
て
鈴

　
木
都
知
事
に
提
出
。
▽
横
浜
地
裁
、

　
池
子
米
軍
住
宅
建
設
予
定
地
一
部
の

　
市
返
還
を
求
め
て
い
た
住
民
訴
訟
で

　
住
民
側
の
請
求
を
棄
却

　
２
｜
Ｎ
Ｔ
Ｔ
神
奈
川
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
団
体
と
共
同
で
、
新
聞
な
ど
の
代

　
読
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
４
－
参
院

　
証
券
金
融
問
題
特
別
委
員
会
、
損
失

　
補
て
ん
問
題
で
四
大
証
券
の
ト
ッ
プ

　
を
喚
問
。
６
｜
自
治
省
、
九
〇
年
の

　
政
治
資
金
報
告
書
を
公
表
。
総
額
は

　
一
千
八
百
四
十
五
億
円
、
三
年
続
け

　
て
史
上
最
高
を
更
新
。
1
1
－
米
空
母

　
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
が
退
役
の
た
め
帰
国
、

　
代
わ
っ
て
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
が

　
横
須
賀
基
地
に
入
港
。
1
2
－
国
際
原

　
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
、
朝
鮮
民

　
主
主
義
人
民
共
和
国
に
対
し
て
核
不

　
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
に
基
づ
く
核

　
査
察
協
定
を
調
印
・
批
准
し
、
査
察

　
を
受
け
入
れ
る
よ
う
求
め
る
決
議
案

　
を
採
択
。
1
5
－
福
祉
優
先
を
政
策
に

　
掲
げ
て
き
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会

　
民
主
党
、
総
選
挙
で
敗
北
。
香
港
の

　
国
会
に
あ
た
る
立
法
評
議
会
の
直
接

　
選
挙
が
行
わ
れ
、
民
主
派
が
十
五
議

　
席
を
占
め
圧
勝
。
中
国
派
は
惨
敗
。

一
1
6
－
横
須
賀
市
の
防
衛
大
学
校
で
初



10月

1
8
－
市
会
九
月
定
例
会
で
、
市
の
公
共
料
金
に

消
費
税
を
転
嫁
す
る
条
例
案
十
件
を
可
決

2
1
－
昨
年
八
月
の
境
川
水
害
で
住
民
ら
、
県
、

横
浜
市
な
ど
を
横
浜
地
裁
に
提
訴

2
2
l
「
ヨ
コ
ハ
マ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
開
催
。
十
三

回
目

2
5
－
国
立
国
際
平
和
会
議
場
の
起
工
式
、
M
M

2
1
の
建
設
予
定
地
で
開
催

2
7
－
国
道
２
４
６
号
の
市
ヶ
尾
交
差
点
上
り
車

線
右
折
レ
ー
ン
延
伸
が
完
成
、
利
用
始
ま
る

2
8
－
「
横
浜
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
協
会
」
、
元
町
ク
リ
フ

サ
イ
ド
で
設
立
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
発

足
。
会
長
に
柳
原
良
平
氏

2
9
－
日
野
中
央
公
園
が
完
成
し
、
記
念
の
「
ひ

ま
わ
り
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
1
」
開
催

５
－
「
保
土
ヶ
谷
宿
場
ま
つ
り
」
開
催
（
～
６

日
）
。
▽
東
京
電
力
横
浜
火
力
発
電
所
の
増
設

計
画
に
対
す
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧

始
ま
る
（
～
１
１
／
1
8
）

1
0
－
野
毛
山
動
物
園
、
開
園
四
十
周
年
を
迎
え

記
念
式
典
開
催
。
▽
「
第
十
回
み
な
と
横
浜
秋

祭
り
」
開
催
（
～
1
3
日
）

1
2
l
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展
示
ホ
ー
ル
の
竣
工
記

念
式
典
が
開
催
。
▽
各
地
に
残
る
赤
レ
ン
ガ
建

物
の
保
存
や
利
用
法
を
考
え
よ
う
と
、
全
国
の

の
女
子
推
薦
入
試
。
百
十
一
人
が
受

験
。
1
7
－
第
四
十
六
回
国
連
総
会
が

開
幕
。
韓
国
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、

リ
ト
ア
ニ
ア
の
バ
ル
ト
三
国
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
連
邦
の
計
七
力
国
の
国
連
加
盟
を

承
認
。
2
5
－
最
高
裁
、
「
岩
手
靖
国

訴
訟
」
で
特
別
抗
告
を
却
下
。
公
式

参
拝
違
憲
判
決
が
確
定
。
2
7
－
老
人

保
健
法
改
正
案
、
衆
院
本
会
議
で
可

決
、
成
立
し
た
。
九
十
二
年
一
月
一

日
か
ら
入
院
患
者
の
一
部
負
担
は
一

日
六
百
円
、
通
院
患
者
は
月
額
九
百

円
に
。
3
0
l
借
地
借
家
法
改
正
案
、

参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。

五
十
年
ぶ
り
の
大
改
正
。

１
－
消
費
税
の
一
部
改
正
が
施
行
。

入
学
金
や
家
賃
な
ど
が
非
課
税
に
。

▽
日
銀
、
預
金
準
備
率
を
八
一
年
以

来
十
年
ぶ
り
に
引
き
下
げ
た
。
３
－

証
券
取
引
法
改
正
案
、
参
院
で
可
決
、

成
立
す
る
。
５
ｌ
カ
ム
ド
シ
ュ
国
際

通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
専
務
理
事
は
、

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
と
、
ソ
連
の

Ｉ
Ｍ
Ｆ
特
別
参
加
を
定
め
た
文
書
を

交
換
、
準
加
盟
が
実
現
。
８
ｌ
「
国

際
地
震
サ
ミ
ッ
ト
」
、
新
都
庁
で
開

市
民
団
体
が
集
ま
っ
て
「
赤
煉
瓦
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
横
浜
で
発
足

1
6
－
総
合
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
す
る
南
本

牧
ふ
頭
埋
め
立
て
工
事
始
ま
る
。
▽
市
の
ご
み

分
別
収
集
モ
デ
ル
事
業
、
南
区
、
港
南
区
、
磯

子
区
の
計
四
万
七
千
六
百
十
五
世
帯
で
実
施
。

▽
社
団
法
人
日
本
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
協
会
創
立
百

周
年
記
念
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
」
が

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展
示
ホ
ー
ル
で
開
催
（
～
2
0

日
）

2
4
－
市
立
市
民
病
院
の
西
病
棟
が
完
成
、
オ
ー

プ
ン
す
る
。
市
民
病
院
再
整
備
事
業
が
完
成
▽

市
行
政
区
再
編
成
審
議
会
、
緑
区
、
港
北
区
を

四
分
割
す
る
中
間
案
を
ま
と
め
る
。
▽
市
、
大

倉
山
記
念
館
な
ど
指
定
文
化
財
十
一
件
、
地
域

文
化
財
五
件
を
指
定
、
登
録
す
る
こ
と
を
発
表
。

告
示
は
十
一
月
一
日

2
6
－
市
、
久
保
山
斎
場
の
改
築
工
事
に
着
手
。

▽
財
団
法
人
横
浜
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
戸
塚
事

務
所
の
開
設
記
念
式
開
催
。
▽
テ
レ
ビ
番
組
を

収
集
、
公
開
す
る
「
放
送
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
、

財
団
法
人
放
送
番
組
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
M
M
2
1

横
浜
館
に
オ
ー
プ
ン

2
7
－
市
立
中
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
第
三
十
九

回
全
国
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
二
年
連
続
の
銀

賞
。
▽
第
七
回
ア
ジ
ア
地
域
経
済
交
流
横
浜
会

議
、
横
浜
シ
ン
ポ
ジ
ア
で
開
催
（
～
2
9
日
）

催
（
～
１
１
日
）
。
四
十
力
国
か
ら
百

四
十
人
、
日
本
か
ら
四
百
七
十
人
が

参
加
。
９
｜
神
奈
川
県
、
県
内
に
あ

る
産
学
官
の
研
究
機
関
と
研
究
者
の

横
断
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
か
な
が

わ
研
究
交
流
推
進
協
議
会
」
を
設
立
。

1
0
－
米
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス

艦
載
機
に
よ
る
初
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
が
厚
木

基
地
で
行
わ
れ
た
。
1
5
l
野
村
、
大

和
、
日
興
、
山
一
の
大
手
証
券
四
社

が
証
券
不
祥
事
に
対
す
る
大
蔵
省
の

処
分
に
よ
り
営
業
停
止
・
自
粛
に
入

る
。
1
6
－
国
連
総
会
で
安
全
保
障
理

事
会
非
常
任
理
事
国
の
改
選
が
行
わ

れ
る
。
日
本
は
三
年
ぶ
り
七
回
目
の

当
選
。
1
8
－
ソ
連
と
イ
ス
ラ
エ
ル
、

国
交
回
復
文
書
に
調
印
。
第
三
次
中

東
戦
争
が
起
き
た
六
七
年
以
来
二
十

四
年
ぶ
り
。
2
5
l
地
球
環
境
問
題
を

総
合
的
に
研
究
す
る
国
際
的
な
専
門

機
関
が
湘
南
国
際
村
に
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
設
立
準
備
会
の
初
会

合
が
開
か
れ
る
。
2
7
－
自
民
党
総
裁

選
で
宮
沢
喜
一
氏
、
第
十
五
代
の
新

総
裁
に
。
2
9
－
運
輸
省
、
関
東
、
関

西
の
私
鉄
大
手
十
三
社
の
運
賃
値
上

げ
の
申
請
を
認
可
。
3
0
－
ア
ラ
ブ
と

イ
ス
ラ
エ
ル
の
共
存
を
模
索
す
る
、

米
ソ
主
催
の
中
東
和
平
会
談
、
マ
ド

リ
ー
ド
で
開
幕
。
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11月
平成

３年

1991

横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会

平成

３年

1991

横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会

12月

１
－
M
M
2
1
地
区
の
海
上
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
が

オ
ー
プ
ン
。
▽
日
本
港
湾
経
済
学
会
の
設
立
三

十
周
年
記
念
全
国
大
会
、
横
浜
シ
ン
ポ
ジ
ア
で

開
催
（
～
２
日
）
。
▽
「
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
」
発
足
。
▽
「
横
浜
住
宅
フ
ェ
ア
」
開

催
（
～
４
日
）
。
第
九
回
目

３
１
栄
、
泉
区
区
制
五
周
年
。
▽
日
韓
親
善
プ

ロ
野
球
ス
ー
パ
ー
ゲ
ー
ム
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム

で
開
催

４
－
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市
間
技
術
協
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
第
二
回
総
会
開
催
（
～
９
日
）
。

シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
事
務
局
の
横
浜
設
置
決
ま
る
。

▽
小
此
木
彦
三
郎
衆
院
議
員
、
死
去
（
6
3
歳
）

1
1
－
第
十
一
回
横
浜
了
フ
ソ
ン
大
会
、
開
催

1
3
l
放
置
自
動
車
・
沈
船
等
廃
棄
物
判
定
委
員

会
、
初
の
放
置
車
両
二
十
台
と
沈
船
十
四
隻
を

廃
物
と
認
定
、
市
長
に
答
申
。
▽
市
都
市
計
画

審
議
会
、
横
浜
駅
か
ら
元
町
に
至
る
「
み
な
と

み
ら
い
2
1
線
」
の
一
期
工
事
が
都
市
計
画
決
定

さ
れ
る
。
▽
伊
勢
佐
木
町
五
、
六
丁
目
商
店
街

の
モ
ー
ル
化
工
事
が
完
成
し
、
オ
ー
プ
ユ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
る

1
4
l
「
首
都
圏
業
務
核
都
市
首
長
会
議
」
、
パ

シ
フ
ィ
コ
横
浜
会
議
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
▽
第

十
一
回
横
浜
市
社
会
福
祉
大
会
、
関
内
ホ
ー
ル

で
開
催

1
6
l
第
四
回
横
浜
文
化
賞
、
奨
励
賞
の
贈
呈
式
、

関
内
ホ
ー
ル
で
開
催
。
画
家
の
江
見
絹
子
さ
ん

ら
授
賞
。
▽
横
浜
の
街
づ
く
り
の
父
と
称
さ
れ

る
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
ン
ド
ン
の
生
誕
百
五
十
周
年

　
４
－
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ
島
で
台

　
風
が
猛
威
を
振
る
い
、
死
者
・
不
明

　
者
六
千
人
。
５
－
第
百
二
十
二
臨
時

　
国
会
が
召
集
、
衆
参
両
議
院
で
自
民

　
党
総
裁
の
宮
沢
喜
一
氏
を
首
相
に
指

　
名
。
８
１
「
川
崎
新
時
代
長
期
構
想

　
懇
談
会
」
発
足
。
座
長
に
篠
原
一
・
成

　
蹊
大
学
教
授
を
選
出
。
1
2
l
厘
生
省
、

　
「
企
業
委
託
型
保
育
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

　
を
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
に
通

　
知
。
1
4
－
最
高
裁
、
百
四
人
の
犠
牲

　
者
を
だ
し
た
七
三
年
の
熊
本
市
・
大

　
洋
デ
パ
ー
ト
火
災
の
上
告
審
で
、

　
「
防
火
責
任
は
社
長
が
負
う
」
と
元

　
取
締
役
ら
に
逆
転
無
罪
。
2
0
－
公
正

　
取
引
委
員
会
、
野
村
、
日
興
、
大
和
、

　
山
一
の
四
大
証
券
に
対
し
て
損
失
補

　
て
ん
行
為
が
独
占
禁
止
法
に
触
れ
る

　
と
認
定
、
排
除
勧
告
し
た
。
2
1
l
国

　
連
安
全
保
障
理
事
会
、
次
期
国
連
事

　
務
総
長
に
ガ
リ
・
エ
ジ
プ
ト
副
首
相

　
を
勧
告
す
る
決
議
を
採
択
。
就
任
は

　
九
二
年
一
月
一
日
。
2
5
－
日
米
政
府

　
間
交
渉
で
、
公
海
上
の
大
規
模
流
し

　
網
漁
を
九
二
年
末
で
禁
止
す
る
こ
と

　
で
合
意
。
2
6
－
中
央
公
害
対
策
審
議

　
会
、
水
俣
病
未
認
定
患
者
に
療
養
費

　
や
療
養
手
当
を
支
給
し
、
認
定
審
査

　
業
務
を
促
進
す
る
な
ど
と
し
た
、
国

　
の
総
合
救
済
策
を
環
境
庁
長
官
に
答

　
申
。
2
8
－
航
空
審
議
会
、
成
田
、
羽

　
田
、
大
阪
新
空
港
の
三
大
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
を
最
優
先
に
、
静
岡
な
ど
六
空

港
の
新
設
を
盛
り
込
ん
だ
第
六
次
空

６
－
市
会
十
二
月
定
例
会
、
開
催
（
～
2
0
日
）
。

▽
「
全
国
福
祉
公
社
等
連
絡
協
議
会
」
の
設
立

総
会
、
横
浜
で
開
催

７
｜
「
第
二
回
横
浜
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
神

奈
川
近
代
文
学
館
で
開
催
。
▽
戸
塚
駅
周
辺
開

発
協
議
会
、
定
例
総
会
を
開
催
。
来
年
三
月
に

協
議
会
を
解
散
し
、
新
た
な
組
織
を
設
立
す
る

こ
と
を
決
め
る
。

1
0
－
「
第
八
回
よ
こ
は
ま
2
1
世
紀
フ
ォ
ー
フ
ム
」
、

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
（
～
1
4
日
）
。
▽
横

浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
に
代
表
さ
れ
る
「
斜
張
橋
」

の
最
新
技
術
を
紹
介
す
る
初
の
国
際
セ
ミ
ナ
ー
、

「
斜
張
橋
国
際
セ
ミ
ナ
ー
」
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横

浜
で
開
催
（
～
1
1
日
）

１
１
‐
－
大
正
地
区
セ
ン
タ
ー
、
開
館
十
周
年
。
利

用
者
は
十
年
間
で
百
三
万
人

1
2
l
市
、
「
横
浜
市
放
置
自
動
車
及
び
沈
船
の

発
生
防
止
・
適
正
処
理
条
例
」
に
基
づ
き
、
放

置
自
動
車
二
台
を
初
撤
去
。
▽
市
、
一
千
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
宅
地
開
発
の
事
業
者
を
対
象

に
、
来
年
一
月
一
日
よ
り
開
発
計
画
な
ど
の
事

１
－
外
相
の
諮
問
機
関
「
外
交
強
化

懇
談
会
」
、
外
務
省
に
総
合
政
策
局
、

国
際
情
報
局
新
設
な
ど
の
最
終
報
告

書
を
渡
辺
外
相
に
提
出
。
1
2
－
韓
国

の
元
従
軍
慰
安
婦
や
軍
人
・
軍
属
、

遺
族
ら
、
日
本
政
府
に
補
償
や
謝
罪

を
求
め
る
訴
訟
を
東
京
地
裁
に
提
訴
。

▽
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
、

「
国
際
化
対
応
・
国
民
生
活
重
視
の

行
政
改
革
に
関
す
る
第
二
次
答
申
」

と
「
公
正
・
透
明
な
行
政
手
続
き
法

制
の
整
備
に
関
す
る
答
申
」
を
宮
沢

首
相
に
提
出
。
1
3
l
自
治
省
、
九
月

二
日
現
在
の
全
国
選
挙
人
名
簿
登
録

者
数
を
発
表
。
選
挙
区
間
最
大
格
差

は
衆
院
で
三
・
三
四
倍
。
1
8
－
厚
生

省
、
「
平
版
二
年
度
医
唇
砿
一
設
調
査
・

病
院
報
告
」
を
発
表
。
都
道
府
県
別

人
口
十
万
人
当
た
り
の
病
院
数
で
神

奈
川
県
が
最
低
。
2
0
－
建
設
相
の
諮

問
機
関
で
あ
る
都
市
計
画
中
央
審
議

会
、
都
市
計
画
制
度
を
見
直
す
最
終

答
申
を
ま
と
め
、
山
崎
建
設
相
に
提

出
。
2
1
－
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和

港
整
備
五
ヵ
年
計
画
を
運
輸
相
に
答

申
。
2
9
－
総
務
庁
、
一
九
九
〇
年
国

勢
調
査
結
果
の
確
定
値
を
発
表
。
日

本
の
総
人
口
、
一
億
二
千
三
百
六
十

一
万
千
百
六
十
七
人
。
3
1
－
日
本
産

婦
人
科
学
会
理
事
会
、
「
顕
微
授
精
」

を
承
認
。

を
祝
っ
た
記
念
碑
の
除
幕
式
開
催
。
▽
戸
塚
区

民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
創
立
十
周
年
を
迎
え
、
記

念
演
奏
会
を
開
催

2
8
－
横
浜
検
疫
所
輸
入
食
品
・
検
疫
検
査
セ
ン

タ
ー
、
金
沢
区
長
浜
に
オ
ー
プ
ン
。
▽
中
国
・

上
海
市
の
友
好
代
表
団
、
高
秀
市
長
を
表
敬
訪

問



１月

前
公
開
を
求
め
る
と
発
表
。
▽
市
、
市
内
初
の

市
営
高
齢
者
単
身
者
用
住
宅
「
上
飯
田
第
二
住

宅
」
の
入
居
応
募
状
況
結
果
を
発
表
。
競
争
率

は
二
十
倍
。

1
6
－
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
、
Ｊ
リ
ー
グ
に
参
加
す
る

日
産
自
動
車
サ
ッ
カ
ー
部
の
名
称
が
「
日
産
Ｆ

Ｃ
横
浜
マ
リ
ノ
ス
」
と
決
ま
り
、
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
で
発
表
。
▽
市
交
通
局
、
深
夜
バ
ス
を
四

路
線
新
設
す
る
。
深
夜
バ
ス
は
、
二
十
一
路
線

二
十
便
と
な
る

２
２
―
住
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
瀬
谷
区

ニ
ツ
橋
に
オ
ー
プ
ン
。
市
内
二
館
目

2
5
－
市
文
化
振
興
財
団
、
月
刊
「
横
浜
文
化
情

報
誌
」
　
（
仮
称
）
の
創
刊
準
備
号
を
発
行

2
8
－
市
、
生
産
緑
地
の
申
請
締
め
切
る
。
申
請

農
家
、
全
体
の
一
七
％
に
と
ど
ま
る
。

４
－
市
、
印
鑑
事
務
の
電
算
処
理
を
始
め
る
。

１
１
－
岩
崎
博
物
館
が
十
二
年
ぶ
り
に
改
装
さ
れ
、

オ
ー
プ
ン
。
▽
財
団
法
人
横
浜
市
在
宅
障
害
者

援
護
協
会
の
「
共
生
の
社
会
を
め
ざ
す
　
新
年

の
つ
ど
い
」
、
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

1
4
－
大
船
駅
北
地
区
周
辺
開
発
推
進
協
議
会
、

開
発
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
、

市
に
提
言
。
▽
世
界
最
大
級
の
フ
ル
コ
ン
テ
ナ

船
「
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
号
」
、
横
浜
港
に
初
入

港
。
▽
金
沢
工
業
団
地
で
、
「
横
浜
メ
タ
ル
パ
ー

国
連
邦
十
一
共
和
国
の
首
脳
会
議
が

カ
ザ
フ
共
和
国
の
首
都
ア
ル
マ
ア
タ

で
開
催
、
「
独
立
国
家
共
同
体
創
設

に
つ
い
て
の
議
定
書
」
な
ど
の
文
書

に
調
印
。
ソ
連
邦
、
六
十
九
年
の
歴

史
に
幕
。
2
6
－
神
奈
川
県
個
人
情
報

保
護
審
査
会
、
県
立
病
院
の
患
者
の

自
己
診
療
記
録
等
の
開
示
請
求
を
一

部
認
め
る
答
申
を
行
う
。
▽
東
京
都
、

東
京
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
会
議
を
開

き
、
臨
海
部
副
都
心
開
発
等
再
検
討

委
員
会
の
見
直
し
報
告
書
を
開
発
方

針
と
し
て
決
定
す
る
。
2
7
－
自
治
省
、

都
道
府
県
知
事
と
政
令
市
長
あ
て
に
、

地
方
自
治
体
の
完
全
週
休
二
日
制
導

入
に
必
要
な
条
件
整
備
を
進
め
る
よ

う
通
知
。

２
ｌ
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ニ
共
和

国
は
、
一
部
の
生
活
必
需
品
な
ど
を

除
き
価
格
統
制
を
解
除
し
、
市
場
経

済
へ
移
行
す
る
価
格
目
由
化
を
寒
施
。

３
－
文
部
省
、
九
一
年
度
「
学
校
保

健
統
計
」
を
発
表
。
三
十
年
前
と
比

べ
て
中
学
二
年
男
子
で
身
長
が
十
セ

ン
チ
、
体
重
が
九
キ
ロ
以
上
も
大
き

く
な
る
。
視
力
の
低
下
は
過
去
最
悪
。

1
0
‐
仙
台
高
裁
、
家
族
手
当
の
支
給

制
限
は
男
女
同
一
賃
金
の
原
則
に
反

　
ク
」
事
業
第
二
期
工
事
の
起
工
式
開
催
。
金
沢

　
地
先
埋
め
立
て
事
業
へ
の
企
業
進
出
は
こ
の
工

　
事
で
終
了
す
る

　
1
5
l
市
の
「
成
人
の
日
を
祝
う
つ
ど
い
」
、
横

　
浜
ア
リ
ー
ナ
で
三
回
に
分
け
開
催
。
過
去
最
高

　
の
六
万
六
百
三
十
二
人
の
新
成
人
を
祝
う

　
2
4
－
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
鶴
見
区
に
建
設
中
の
日
本
最
大

　
の
屋
内
型
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
「
ワ
イ
ル
ド
ブ

　
ル
ー
ヨ
コ
ハ
マ
」
の
営
業
を
六
月
に
始
め
る
と

　
発
表
。
▽
市
、
今
年
一
月
一
日
現
在
の
地
価
動

　
向
調
査
結
果
を
発
表
。
平
均
で
前
回
調
査
比
二
・

　
六
％
の
下
落

　
2
5
l
横
浜
高
齢
者
健
康
福
祉
財
団
主
催
の
シ
ン

　
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
生
八
十
年
時
代
を
考
え
る
」
、

　
新
都
市
ホ
ー
ル
で
開
催
。
▽
第
二
十
九
回
横
浜

　
市
民
総
合
体
育
大
会
冬
季
ス
キ
ー
協
議
大
会
、

　
八
海
山
麓
ス
キ
ー
場
で
開
催
（
～
2
6
日
）

　
3
0
－
市
大
医
学
部
、
同
大
医
学
部
で
脳
死
判
定

　
基
準
を
ま
と
め
公
表
す
る
。
▽
メ
ー
カ
ー
、
卸
、

　
小
売
り
商
を
集
め
た
総
合
早
本
市
「
ト
レ
ー
デ
ィ

　
ン
グ
フ
ェ
ア
」
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催

　
（
～
２
／
１
）
。
地
元
企
業
に
よ
る
総
合
見
本

　
市
は
初

　
3
1
－
横
浜
税
関
、
平
成
三
年
度
の
横
浜
貿
易
速

　
報
を
発
表
。
全
国
港
別
貿
易
額
順
位
で
昭
和
四

　
十
二
年
以
来
連
続
二
十
五
年
全
国
一
位
。
▽
市

　
交
通
局
、
「
リ
フ
ト
付
き
路
線
バ
ス
」
を
運
行

す
る
と
。
岩
手
銀
行
元
女
性
行
員
の

訴
え
を
認
め
る
。
１
１
－
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
、
全
国
三
百
七
十
五
会

場
で
行
わ
れ
る
。
出
願
者
四
十
七
万

二
千
人
で
史
上
最
多
。
1
3
－
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
が
人
種
隔
離
政
策
を
撤

廃
し
た
こ
と
を
う
け
、
約
五
十
年
ぶ

り
に
外
交
関
係
を
再
開
。
1
4
l
神
奈

川
県
警
、
末
期
ガ
ン
の
入
院
患
者
を

安
楽
死
さ
せ
た
東
海
大
学
付
属
病
院

元
助
手
を
殺
人
の
疑
い
で
書
類
送
検
。

2
2
－
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査

会
、
脳
死
者
か
ら
臓
器
移
植
を
認
め

る
答
申
を
宮
沢
首
相
に
提
出
。
2
6
l

大
相
撲
初
場
所
で
貴
花
田
光
司
、
史

上
最
年
少
で
優
勝
。
2
8
l
証
券
不
祥

事
の
再
発
防
止
策
を
検
討
し
て
き
た

証
券
取
引
審
議
会
、
株
式
売
買
手
数

料
を
大
口
か
ら
自
由
化
す
る
な
ど
を

盛
っ
た
最
終
報
告
書
を
蔵
相
に
提
出
。

2
9
－
神
奈
川
県
内
の
外
国
人
問
題
を

扱
う
機
関
が
合
同
で
県
釆
日
外
国
人

労
働
者
等
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
を

設
立
。
3
0
一
千
葉
県
港
湾
審
議
会
、

京
葉
港
二
期
埋
め
立
て
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
千
葉
港
湾
計
画
を
承
認
。
3
1
－

改
正
大
規
模
小
売
店
舗
法
施
行
。
▽

大
蔵
省
。
国
際
収
支
状
況
（
速
報
値
）

を
発
表
。
貿
易
黒
字
額
初
め
て
一
千

ド
ル
を
突
破
し
、
過
去
最
高
。
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